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九
月
定
例
会
は
、
九
月
二
日
に
招
集
さ
れ
、
会
期

を
十
三
日
ま
で
の
十
二
日
間
と
決
め
、
市
長
か
ら
提

出
さ
れ
た
補
正
予
算
、
条
例
の
一
部
改
正
、
工
事
請

負
契
約
の
締
結
、
人
事
案
件
な
ど
十
八
案
件
に
つ
い

て
審
議
し
ま
し
た
。

市
政
一
般
質
問
及
び
議
案
に
対
す
る
質
疑
は
、
各

会
派
よ
り
七
名
が
代
表
質
問
・
一
般
質
問
を
行
い
、

市
長
等
に
答
弁
を
求
め
ま
し
た
。

各
常
任
委
員
会
で
は
、
本
会
議
に
お
い
て
そ
れ
ぞ

れ
付
託
さ
れ
た
所
管
の
案
件
に
つ
い
て
、
慎
重
に
審

査
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
最
終
日
の
本
会
議
で
は
、
各
常
任
委
員

長
よ
り
付
託
案
件
の
審
査
結
果
が
報
告
さ
れ
、
監
査

委
員
及
び
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
、
教
育
委
員
会

委
員
の
任
命
に
そ
れ
ぞ
れ
同
意
し
、
他
の
提
出
議
案

に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
当
局
原
案
の
と
お
り
可
決

す
る
と
と
も
に
、
国
へ
の
意
見
書
一
件
に
つ
い
て
も

可
決
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
平
成
四
年
度
甲
府
市
各
会
計
別
決
算

並
び
に
各
企
業
会
計
別
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
は
、

「
決
算
審
査
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
、
閉
会
中
の

継
続
審
査
と
す
る
こ
と
を
決
め
閉
会
し
ま
し
た
。

お
も
な
内
容
・
ペ
ー
ジ

-
九
月
定
例
会
婆
旨
:
-
j
i
-
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:
:
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:
:
j
i
-
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①

・
一
般
質
問
・
定
例
会
審
議
日
程
:
:
・
:
:
:
・
②

・
一
般
質
問
・
定
例
会
質
問
要
旨
:
:
:
:
:
・

・③

・
一
般
質
問
・
決
算
特
別
委
員
会
の
設
置
:
:
:
③

-
委
員
会
審
査
の
主
な
内
容
:
・
・
・
:
j
i
-
-
:
:
⑤

・
請
願
・
練
情
の
審
査
結
果
・
:
:
:
:
j
i
-
-
・:
⑥

-
議
会
関
係
各
室
案
内
・
議
会
日
誌
:
:
:
:
:
:
⑦

・
義
援
金
・
意
見
書
・
市
政
功
労
表
彰
者
:
:
:
③
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(2) 

【問
】
歳
出
予
算
叩
%
凍
結
の
経
費
節

減
に
よ
り
、
今
後
の
事
業
執
行
へ
の
影

響
が
懸
念
さ
れ
る
が
、
安
定
し
た
歳
入

確
保
と
諸
事
業
執
行
と
の
バ
ラ
ン
ス
は

ど
の
よ
う
な
構
想
で
進
む
の
か
。
ま
た
、

各
種
補
助
金
の
見
直
し
に
つ
い
て
の
考

え
万
を
示
せ
。

窪
田】
歳
入
の
安
定
的
確
保
は
、
行
政

活
動
執
行
の
基
盤
を
な
す
も
の
で
、
特

に
本
市
財
源
の
大
宗
を
な
す
市
税
に
つ

き
ま
し
て
は
、
公
平
・
適
正
課
税
と
収

納
率
向
上
に
向
け
、
鋭
意
努
力
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
長
引
く
経
済
の
低
迷
に
よ

る
税
収
確
保
は
予
想
以
上
に
厳
し
い
も

の
が
あ
り
、
こ
の
た
め
、
よ
り
効
率
的

な
事
業
執
行
と
経
費
節
減
に
よ
り
、
収

支
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
る
べ
く
、
こ
の
状

況
に
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

第99号

財政状況

安
定
し
た
歳
入
確
保
と

事
業
執
行
の
バ
ラ
ン
ス
は
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え
て
お
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
中
期
財
政
計
画
で
の

財
源
見
通
し
は
、
先
行
き
不
透
明
な
経

済
状
況
の
も
と
で
、
国
の
税
収
不
足
に

伴
い
、
国
庫
支
出
金
等
の
伸
び
率
の
純

化
、
更
に
は
市
税
収
入
に
お
い
て
も
伸

び
が
期
待
で
き
ず
、

一
般
財
源
は
か
つ

て
な
い
深
刻
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
第
三
次
総
合
計
画
の
新
基

本
計
画
に
基
づ
く
主
要
事
業
の
第
七
次

実
施
計
画
で
は
、
年
度
調
整
を
行
い
、

更
に
、

一
般
行
政
経
費
等
歳
出
に
つ
き

ま
し
て
は
、
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
公
平
性

の
確
保
、
行
政
関
与
の
必
要
性
の
検
討

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画

市
民
主
体
の
地
域
福
祉

実
現
に
向
け
て

【問
】
市
が
実
施
し
た
高
齢
者
実
態
調

査
結
果
を
い
か
に
受
け
と
め
、
在
宅
福

祉
の
現
状
改
善
を
い
か
に
す
る
の
か
。

ま
た
、
計
画
案
の
目
標
値
は
、
ね
た
き

り
や
痴
呆
の
お
年
寄
り
、
そ
の
家
族
の

要
求
に
は
ほ
ど
遠
い
が
、
こ
れ
に
答
え

る
べ
く
市
の
考
え
万
を
示
せ
。

窪
田】
昨
年
、
市
が
実
施
し
た
高
齢
者

実
態
調
査
の
結
果
か
ら
、
高
齢
化
社
会

を
迎
え
て
、
寝
た
き
り
や
痴
呆
老
人
の

増
加
に
伴
い
、
い
つ
で
も
誰
で
も
必
要

な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
と
い

入
札
制
度
を
改
善

業
者
指
名
基
準
を
七
項
目
か
ら
十
一
項
目
に

【
問
】
県
は
公
共
工
事
の
あ
り
方
を
検

討
し
、
本
年
六
月
新
た
な
入
札
方
法
ゃ
、

同
合
理
化
要
綱
の
改
正
点
を
ま
と
め
、

そ
の
改
善
を
図
っ
て
い
く
方
針
を
示
し

て
い
る
が
、
市
で
は
、
入
札

・
契
約
制

度
検
討
委
員
会
で
目
下
検
討
中
と
の
こ

と
だ
が
、
そ
の
進
捗
状
況
等
を
示
せ
。

窪
田】
現
行
の
入
札
・
契
約
制
度
に
つ

き
ま
し
て
は
、
国
・
県
の
対
応
に
合
わ

せ
て
、
本
市
に
お
い
て
も
入
札

・
契
約

等
を
図
り
、
各
種
補
助
金
等
の
整
理
統

合
等
を
図
る
と
と
も
に
事
業
の
重
吉
荏

・

緊
急
性
等
を
考
慮
す
る
中
で
、
財
源
の

よ
り
効
率
的
配
分
を
行
っ
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ぅ
、
在
宅
ケ
ア
の
支
援
シ
ス
テ
ム
が
緊

急
課
題
で
あ
る
と
受
け
止
め
て
お
り
ま

す。
し
た
が
っ
て
、

二
十

一
世
紀
に
向
け

て
必
要
と
さ
れ
る
在
宅
福
祉
の
サ

ー
ビ

ス
提
供
体
制
、
施
設
福
祉
な
ど
を
計
画

的
に
整
備
し
、
市
民
主
体
の
地
域
福
祉

の
実
現
に
向
け
て
、
現
在
、
甲
府
市
高

齢
者
保
健
福
祉
計
画
を
作
成
委
員
会
で

検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

な
お
、
計
画
の
目
標
値
に
つ
き
ま
し

制
度
検
討
委
員
会
に
お
い
て
、
調
査
検

討
を
重
ね
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

入
札
制
度
の
改
善
は
、
現
在
の
七
項

目
の
指
名
基
準
を
十
一
項
目
に
改
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
ご
と
に
指
名
選
定
に

あ
た
り
考
慮
す
べ
き
事
項
を
具
体
化
・

明
確
化
し
ま
し
た
。

実
施
は
十
月
一
日
か
ら
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、
県
が
試
行
し
て
い
る
新
し
い

入
札
制
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
市
と

し
て
の
工
事
規
模
、
工
事
内
容
及
び
技

術
審
査
体
制
等
、
導
入
に
あ
た
っ
て
の

様
々
な
条
件
整
備
を
必
要
と
す
る
こ
と

か
ら
、
今
後
引
き
続
き
幅
広
い
検
討
を

重
ね
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

て
は
、
国
並
び
に
県
の
必
要
度
の
水
準

も
勘
案
し
つ
つ
、
圏
域
の
調
整
を
受
け
、

算
定
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
本
市

と
し
て
は
、
在
宅
福
祉
士
一
本
柱
の
ホ
ー

ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、

シ
ョ

ー
ト
ス
テ
イ
事
業
を
柱
と
し
て
、

サ
ー
ビ
ス
の
供
給
状
況
に
応
じ
、
変
動

す
る
必
要
量
に
つ
き
ま
し
て
は
年
次
的

に
見
直
し
を
す
る
な
か
で
、
実
態
に
即

し
た
実
施
計
画
を
策
定
し
、
推
進
し
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

つ
れ
日
完
例
会

i
J

f
l
l
審
議
通
経
し

9
月
2
日
附
開
会
、
提
案
理
由
の
説
明

3
日
同
回
議
案
調
査
の
た
め
休
会

4
日
十
二い

}
休
会

5
日
日
[

6
日
間
議
案
調
査
の
た
め
休
会

7
日

ω-本
会
議
、
質
疑
及
び
市

8
日
同
」
政
一
般
質
問

9
日
岡
本
会
議
、
質
疑
及
び
市

政
一
般
質
問
、
各
常
任

委
員
会
付
託

日
日
凶
国
各
常
任
委
員
会

日
日
岩
}

一¥

川
}
休
会

ロ
日
但
」

日
日
間
本
会
議
、
各
常
任
委
員

長
報
告
、
決
算
審
査
特

別
委
員
会
設
置
、
決
算

審
査
特
別
委
員
会
付
託
、

閉
会
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中
央
卸
売
市
場

運
営
状
況
と

今
後
の
対
策
は
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【
問
】
市
場
が
開
設
さ
れ
二
十
年
を
経

過
し
た
現
在
、
市
内
の
業
者
の
減
少
が

著
し
く
、
ま
た
財
政
面
で
も
、
今
後
一

般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
の
増
額
が
見
込

ま
れ
る
が
、
県
へ
管
理
事
務
移
管
す
る

用
意
が
あ
る
か
、
ま
た
は
県
か
ら
補
助

金
を
受
け
る
考
え
は
あ
る
か
。

【答】

当
市
場
も
開
設
以
来
、
本
年
は

二
十
年
目
を
迎
え
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。特

に
最
近
の
市
場
を
と
り
ま
く
環
境

は
、
ご
指
摘
の
と
お
り
大
変
に
厳
し
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。

(3) 

し
た
が
っ
て
、
現
在
業
界
側
及
び
行

政
側
が

一
体
と
な
り
、
そ
の
活
性
化
へ

向
け
て
鋭
意
努
力
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、

一
般
会
計
繰
出
金
に
つ
き
ま

し
て
は
、
本
市
の
財
政
運
営
が
大
変
に

厳
し
い
な
か
で
は
あ
り
ま
す
が
、
国
の

基
準
に
従
い
、
繰
出
し
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

更
に
、
県
に
対
す
る
事
務
移
管
と
補

助

・
助
成
の
件
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
の
課
題

と
し
て
考
え
て
お
り
ま
す
。

中
央
公
民
館
移
転
新
築

法
的
問
題
点
と

跡
地
利
用
は

【
問
】
中
央
公
民
館
の
建
設
用
地
は
確

保
し
た
が
、
今
後
建
設
に
至
る
ま
で
の

法
的
問
題
の
具
体
的
解
決
策
と、

建
設

ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
、
現
時
点
で
の
基
本
構

想
及
び
移
転
後
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て

の
考
え
方
を
示
せ
。

窪田】

買
収
が
完
了
し
ま
し
た
中
央
公

民
館
の
移
転
予
定
地
に
つ
き
ま
し
て
は
、

東
西
と
も
入
口
部
分
が
狭
く
、
ま
た
、

本
市
建
築
基
準
法
施
行
条
例
第
十
四
条

の
「
敷
地
と
道
路
の
関
係
」
で
、
「
敷

地
の
外
周
の
六
分
の

一
以
上
が
道
路
に

接
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

」
と
い
う

規
定
も
ク
リ
ア

l
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
大
き
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
敷
地
内
に

道
路
部
分
を
a

設
け
れ
ば
良
い
わ
け
で
す

が
、
せ
っ
か
く
取
得
で
き
た
敷
地
を
有

効
活
用
す
る
た
め
に
、
外
局
道
路
部
分

に
あ
た
る
土
地
の
買
収
に
つ
い
て
、
現

在
地
元
と
協
議
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

建
物
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市

民
の
意
向
を
十
分
尊
重
し
、
地
元
の
方
々

に
も
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
最
大
の

配
慮
を
し
な
が
ら
計
画
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

ま
た
、
建
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
第

三
次
総
合
計
画
の
中
で
建
設
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
、
今
後
も
地
元

住
民
、
関
係
機
関
等
と
も
協
議
を
深
め

る
な
か
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

移
転
後
の
跡
地
利
用
は
、
関
係
部
と

協
議
の
結
果
、
都
市
計
画
公
園
と
し
て

決
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
街
区
公

園
と
し
て
充
実
し
て
ま
い
り
ま
す
。

・・・・
司
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コ し、

之仮、 対策の
lこし、 て

ノレ て に置に って ヒ目ニ

フ つにつ のに し、

場建
いつい

対策 っい て
ていて

設 て て

てコ



(6) 

保
育
冨
・
心
身
障
害
児
通
園
事
業
に

お
け
る
人
材
確
保
と
保
育
施
策
の
充
実

を
求
め
る
請
願

(
山
梨
県
社
会
福
祉
労

働
組
合
執
行
委
員
長

・
秋
山
ほ
な
み
)

一
民
間
保
育
所
職
員
の
人
件
費
補

助
と
し
て
本
年
度
は
保
育
所
職
員

一
人
に
つ
き
年
額
一
五
、

0
0
0

円
(
甲
府
市
民
間
保
育
所
等
運
営

費
補
助
金
)
の
交
付
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。

今
後
と
も
補
助
額
の
増
額
に
つ

い
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

二

県

・
市
福
祉
事
務
所
長
会
議
に

お
い

て
「
保
育
所
職
員
配
置
基
準

車
一
円
栢
山
内

Z
Z
E
U
F
H
間
両
附

• 
陳
情
の
審
査
結
果

第99号

川
川
酬
請
川
願
酬
川
川

マ
継
続
審
査
す
る
も
の

甲府市議会だより

〔
総
務
委
員
会
)

O
「
『保
険
で
良
い
入
れ
歯
を
』
の
実

現
を
求
め
る
意
見
書
」
の
提
出
を
国
ヘ

求
め
る
請
願

(
甲
府
生
活
と
健
康
を
守

る
会
代
表

・
秋
山
保
太
郎
)

O
ゆ
た
か
な
老
後
の
た
め
に
年
金
制
度

の
改
善
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に
関
す

る
請
願

(
山
梨
県
労
働
組
合
総
連
合
議

長
・

小
林
正
巳
)

O
「
環
境
自
治
体
宣
言
」
の
決
議
を
求

め
る
請
願

(
自
治
労
山
梨
県
本
部
甲
府

市
職
支
部
執
行
委
員
長

・
阪
本
俊
美
)

平成5年11月 1日

(
民
主
文
教
委
員
会
〕

O
中
学
校
完
全
給
食
を
求
め
る
請
願

(甲
府
市
の
中
学
校
給
食
を
実
現
す
る

連
絡
会
会
長

・
小
林
豊
子
)

〔経
済
都
市
開
発
委
員
会
〕

O
コ
メ
の
輸
入
・
自
由
化
阻
止
に
関
す

る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願

(食

と
み
ど
り
・
水
を
守
る
山
梨
県
民
会
議

議
長

・
永
田
清

一)

川
川
陳
酬
情
州
側

マ
採
択
さ
れ
た
も
の

〔総
務
委
員
会
〕

O
国
民
の
祝
日
「
海
の
目
」
実
現
に
関

平
成
五
年
三
月
定
例
会
採
択
の

面目

ど願

さえは

た径
カミ

、
nhu
市
長
結
果
報
告

5

の
改
善
」
を
国
に
働
き
か
け
て
く

れ
る
よ
う
山
梨
県
に
要
望
い
た
し

ま
し
た
。

な
お
、
今
後
に
お
き
ま
し
で
も
、

す
る
陳
情

(
海
事
振
興
連
盟
会
長

・
原

田
憲
)

マ
継
続
審
査
す
る
も
の

〔総
務
委
員
会
〕

O
「
保
険
で
良
い
入
れ
歯
を
」
の
意
見

書
を
求
め
る
陳
情

(
新
日
本
婦
人
の
会

甲
府
支
部
代
表

・
榊
原
亮
子
)

関
係
機
関
を
通
じ
国
に
対
し
働
き

か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

三一

障
害
児
保
育
を
推
進
す
る
た
め

本
年
度
は
障
害
児

一
人
に
つ
き
月

額
六
六
、
三
O
O円
(
甲
府
市
障

害
児
保
育
事
業
費
補
助
金
)
の
交

付
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
な
お
一
層
補
助
金
を

増
額
す
る
よ
う
国

・
県
に
働
き
か

け
て
ま
い
り
ま
す
。

四
甲
府
市
の
補
助
事
業
で
あ
る
心

身
障
害
児
通
園
施
設

「
い
ず
み
園
」

に
つ
き
ま
し
て
は
、
同
事
業
が
厚

生
省
補
助
基
準
要
綱
に
基
づ
く
事

業
で
あ
る
た
め
、
こ
の
ル

l
ル
分

に
従
っ
た
補
助
基
準
額
と
、
更
に

甲
府
市
独
自
の
補
助
金
上
積
み
と

し
て
、
昭
和
六
十
三
年
度
以
降
、

給
食
費
関
係
、
調
理
員
関
係
の
一

部
補
助
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

更
に
、
平
成
五
年
度
か
ら
は
給

食
費
関
係
、
光
熱
水
費
の
半
額
補

助
実
施
に
踏
み
切
っ
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
の

で
御
了
承
下
さ
い
。

【請願・陳情のしかた】
j 

山
政
特
に
つ
い
て
要
望
が
あ
る
と
き
は
、
協
会
に
梢

願
や
陳
情
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
請
願

陳
情
書
は
、

所
管
の
委
員
会
で
審
査
さ
れ
、

本
会
議
で

採
択
ま
た
は
不
採
択
の
識
決
が
な
さ
れ
、
機
会
の
意
思

が
決
定
さ
れ
ま
す
。

国一一口
議
会
事
務
局
(
市
役
所
本
庁
舎
二
附
)

で
交
付
け
ま
す
。

協
長
が
定
例
会
本
会
械
で
報
告
し
、
所

管
の
川
市
任
委
良
会
に
付
託
し
ま
す
。

付
託
さ
れ
た
前
願

・
陳
情
は
、
所
管
の

前
任
委
員
会
で
似
宜
に
得
査
さ
れ
‘
討

論
、
採
決
を
行
い
、
委
品
目
北
は
、
特
究

結
果
を
議
長
に
報
告
し
ま
す
。

①
審
査
結
果
を
も
と
に
、
本
会
識
で
質

疑
、
討
論
、
探
決
を
行
い
、
採
択
か

不
採
択
か
を
決
定
し
ま
す
。

そ
の
結

果
を
市
長
等
関
係
機
関
に
送
付
し
ま

す
。

②加
川
聞

・
陳
附
の
処
判
経
過
及
び
結
果

を
報
告
し
ま
す
。

」主
制
附
さ
れ
る
場
A
n
は、

-X
一九円
で
前

聞
の
地
旨
、

m州
、
提
出
年
月
H
、

謂
願
者
の
住
所
氏
名
(
法
人
の
場
人
川

は
そ
の
名
称
と
代
表
者
の
氏
名
)
を

記
縦
し
て
押
印
し
、
表
紙
に
は
紹
介

機
員
の
氏
名
を
記
椴
し
押
印
し
た
も

の
を
議
長
あ
て
に
提
出
し
て
く
だ
さ

記
入
の
棋
式
は
左
記
に
な
ら
っ
て

く
だ
さ
い
。

-
①
梢
舶
の
紹
介
誠
氏
は

↑
人
以
上

必
婆
で
す
。

②
間
願
者
が
多
数
の
場
合
は
別
紙

に
連
記
し
て
く
だ
さ
い
。

-

隙
附
の
方
法
は
術
開
と
同
じ
で

す
が
議
員
の
紹
介
は
要
り
ま
せ
ん
。

(
様
式
例
)

;fd-， 

0
0に
つ
い
て

前
附
(
隙
山
)
川

紹
介
議
員
氏
名
⑮

~
陳
情
山
下
口
の
場
合
J

-
紹
介
級
品
は
必

一

「
袈
あ
り
ま
せ
ん

~

差是

(例
名
)
O
O
に
つ
い
て

印
刷
願
(
隙
附
)

(民
宵
)

!大j

平
成

年

凡

H

E
T
 

K
E
円

氏
名

⑫

一

甲
山川市
協
会
機
長

0

0

様



平成 5年11月 1日

議
会
関
係
各
室
の
案
内
図
で
す
。

議
員
の
控
室
は
本
庁
舎
二
階
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
本
庁
舎
入
口
右
側
に
議
員
登
庁
表
示
板
が
設
け

て
あ
り
ま
す
の
で
、
議
員
に
面
談
な
ど
ご
用
の
方
は
表
示

板
を
ご
確
認
の
上
、
議
会
事
務
局
ま
で
お
申
山
く
だ
さ
い
。

(
O会
派
代
表
者
)

電話代表

(0552)37 -1161 

傍聴席場言ft

甲府市議会だより

議会会議室

第99号(7) 

雄
男
吊
開
永
維
質
造
義
則
刀

綱

幸

二

府

公

雌

隆

公

ノj寸尺

内藤

福島

村山

剣J守
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小野

末木
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掘 日 菊雄

イ依氏聞 f敏成夫

森沢幸夫

飯 J沼召

皆 川 届般延

海野平八口郎日

室

第 3委員会室

経済
(者E市開発委員会)

第 4委員会室

o童設水道委員会)

図

正副議長室

H4000 

市民総合

相 談 コーナー

議 会 応接室

新 政 クラフ

控 室
H4020 

日本共産党控室
H4025 

市政クラフ控室てご
f歪4024

第 2委員会室

(民生文教委員会)

第 1委員会室

(総務委員会)

電話交換室

修i問 IJJ干R
問リ

。加藤

石原

耳目7

三 郎

ii'fノk
金丸

夕、

車 育j

。中im
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市政記者室

新社会クラブ

控 室
宜r4022

市民対話室

。J;!:1¥1人j

干':k111 

光 jile

'fjf司

必

年 i1 

飯島

来日l旺i

雨宮

一

夫
出
向

慾

以

数

。斉藤

石原

.'.t:.-.手|ニ

iI二問IJ

〈本Ji一舎TFItri人 U}

匝

6
月

新
病
院
建
設
に
関
す
る
調
査
特

別
委
員
会

民
生
文
教
委
員
会

議
会
運
営
小
委
員
会

新
病
院
建
設
に
関
す
る
調
査
特

別
委
員
会
(
現
地
視
察
)

各
会
派
代
表
者
会
議

議
会
運
営
委
員
会

新
病
院
建
設
に
関
す
る
調
査
特

別
委
員
会

日

l
m日

六
月
定
例
会

M
日
議
会
運
営
委
員
会

犯
日
議
会
運
営
委
員
会

7
月

2
日
議
員
自
主
研
修
会

5
日
新
都
市
拠
点
整
備
事
業
に
関
す

る
調
査
特
別
委
員
会

部
日
新
病
院
建
設
に
関
す
る
調
査
特

別
委
員
会

幻
日
各
会
派
代
表
者
会
議

8
月

9
日
経
済
都
市
開
発
委
員
会

剖

日

議

会

運
営
委
員
会

9
月

2
日

1
日
日
九
月
定
例
会

議
会
運
営
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

決
算
審
査
特
別
委
員
会

経
済
都
市
開
発
委
員
会
現
地
視

察建
設
水
道
委
員
会
現
地
視
察

2 
日

3 
日

12 10 
日日

15 
日

16 
日

13 9 
日日

24 
日

27 
日
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市
議
会
で

義
援
金
を
寄
託

第99号

市
議
会
議
員
互
助
会
で
は
、
本
市
の

姉
妹
都
市
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
デ
モ
イ

ン
市
の
洪
水
被
害
に
対
し
、
義
援
金
と

し
て
五
万
円
を
、
八
月
五
日
、
甲
府
市

国
際
親
交
委
員
会
へ
寄
託
、
ま
た
北
海

道
南
西
沖
地
震
の
被
災
者
義
援
金
に
つ

い
て
、
各
派
代
表
者
会
議
に
議
長
提
案
、

全
員
賛
成
で

一
人
一
万
円
ず
つ
出
し
、

三
十
六
万
円
を
、
七
月
三
十
日
、
山
日

厚
生
文
化
事
業
団
へ
寄
託
し
ま
し
た
。

甲府市議会だより平成5年11月1日

折
し
も
国
会
で
は
衆
議
院
が
解
散
し
、

国
政
が
大
揺
れ
に
揺
れ
、
政
局
の
流
れ

に
関
心
を
持
つ
な
か
、
私
達
家
庭
教
育

「
六
月
定
例
会
」
を

傍

聴

し

て

東
公
民
館
家
庭
教
育
学
級

五

味

小

夜

子

日
色
川
府
関

国
民
の
祝
日

一

会
一
匝
叩
峨

「
海
の
日
」
実
現
を

i

よ一
1

政

時

主

、

)

主

I
、I
t
k

m

「

求
め
る
意
見
書

山

我
が
国
は
、
四
面
を
海
に
固
ま
れ
我
が
国
と
海
と
の
歴
史
的
、
文
化

恥

た

海

洋

国

家

で

あ

る

。

的

及

び

社

会

的

か

か

わ

り

を

考

え

た

叩

海
は
、
我
々
日
本
人
の
食
生
活
の
場
合
、
国
民
が
海
の
大
切
さ
を
理
解

川

多
く
を
占
め
る
海
産
物
の
調
達
は
も
し
、
思
恵
に
感
謝
し
、
さ
ら
に
国
際

即

ち
ろ
ん
、
日
常
生
活
に
欠
く
こ
と
の
化
社
会
に
向
け
て
、
こ
れ
か
ら
の
海

帥

で
き
な
い
物
資
の
大
半
を
海
上
輸
送
の
利
用
と
安
全
及
び
環
境
保
全
に
つ

出

に
よ
っ
て
確
保
し
、
貿
易
立
国
と
し
い
て
考
え
る
た
め
に
も
、
海
洋
国
家

山

川

て
の
我
が
国
を
支
え
て
き
た
。

日
本
が
世
界
に
先
が
け
て
、
「
海
の

ま
た
、
四
季
の
は
っ
き
り
し
た
温
日
」
(
七
月
二
十
日
)
を
国
民
の
祝

川

暖
な
気
候
は
、
四
面
が
海
で
あ
る
か
日
と
し
て
制
定
す
る
よ
う
強
く
要
望

川

ら
で
あ
り
、
そ
の
美
し
い
景
色
は
国
す
る
。

川

民
に
憩
い
の
場
も
提
供
し
て
い
る
。

制

学
級
生
十
名
は
、
定
例
市
議
会
を
傍
聴
持
ち
、
住
み
良
い
地
域

a

つ
く
り
に
取
り

す
る
好
機
を
得
ま
し
た
。

組
ま
ね
ば
な
ら
な
い
事
を
改
め
て
考
え

事
務
局
か
ら
二
、
三
の
注
意
を
受
け
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

議
場
に
入
る
と
、
さ
す
が
に
厳
粛
な
雰
市
民
と
市
政
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て

囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
議
長
の
開
会
の
質
問
に
、

「市
民
参
加
は
民
主
主
義

宣
言
に
始
ま
り
、

二
人
の
議
員
が
代
表
の
基
本
で
あ
る
」
と
答
え
ら
れ
た
山
本

質
問
に
立
ち
ま
し
た
。
日

頃

、

主

婦

の

市

長

の
言
葉
が
強
く
心
に
残
っ
て
い
ま

生
活
に
は
遠
い
存
在
の
政
治
も
、
質
疑
す
。

応
答
を
聞
い
て
い
る
う
ち
に
、
非
常
に

大
切
な
身
近
な
こ
と
と
し
て
実
感
し
ま

し
た
。
内
容
的
に
も
教
育
問
題
や
環
境

問
題
な
ど
、
学
級
生
と
し
て
大
い
に
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。

今
日
の
議
会
傍
聴
を
通
し
て
、
私
達

市
民
も
行
政
と
の
積
極
的
な
関
わ
り
の

な
か
で
、
市
民
と
し
て
の
連
帯
意
識
を

あなたも本会議を
傍聴してみませんか

本
会
議
で
は
、
皆
さ
ん
の
代
表
で
あ
る

議
員
の
活
動
ゃ
、
市
政
の
方
針
、
審
議
状

況
を
直
接
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

傍
聴
手
続
き
は
、
直
接
議
場
(
市
役
所

本
庁
舎
二
階
)
に
来
て
い
た
だ
き
、
傍
聴

人
受
付
簿
に
自
己
の
住
所
、
氏
名
及
び
年

齢
等
を
記
入
す
る
だ
け
で
ど
な
た
で
も
傍

聴
で
き
ま
す
。

次
の
定
例
会
は
、
十
二
月
の
予
定
で
す
。

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
お
越
し
下
さ
い
。

各
常
任
委
員
会

先
進
地
行
政
視
察

全
国
の
多
く
の
市
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ

地
域
の

ニ
l
ズ
に
あ
っ
た
特
色
あ
る
行

政
を
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
施
策
を

本
市
の
行
政
に
生
か
す
た
め
、
議
会
で

は
十
月
に
各
常
任
委
員
会
で
先
進
地
の

行
政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

マ
総
務
委
員
会

一
関
市
他

財
政
運
営
等
に
つ
い
て

マ
民
生
文
教
委
員
会

松
山
市

他

福
祉
行
政
等
に
つ
い
て

マ
経
済
都
市
開
発
委
員
会

山

口

市

他

商
工
業
活
性
化
策
等
に
つ
い
て

マ
建
設
水
道
委
員
会

那
覇
市

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
建
設
事
業
に

つ
い
て


